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2010年 10月 29日 
マスコミ関係各位 
 

明治学院大学 アジア文化祭 

「戦後責任に向き合う若者たち ―女性の戦争被害を中心に―」 
海南島戦時性暴力被害訴訟支援団体「ハイナンNET」の若者たちによる講演です 

 

海の美しいリゾートとして有名な中国の海南島。日本からも多くの観光客が訪れるこの南の島に、戦時

中に深刻な戦争被害を被った女性たちが今も暮らしています。 

彼女たちは、今から70年前に日本軍が侵略した際、戦時性奴隷として暴力に晒されました。彼女たち

は人としての尊厳を取り戻すため、日本政府に対して謝罪と賠償を求める裁判を起こしました。法廷では

被害事実が詳細にわたって認定されたものの、敗訴となりました。すでに高齢の方が多く、一刻も早い人

権回復が望まれています。 

 

明治学院大学では、この海南島で起きた戦時性暴力被害事件の裁判支援の活動をされている10代

～30代の女性を中心とした「ハイナンNET」の方々をお招きし、講演会を開催します。彼女たちは、

植民地支配や戦争の歴史の清算に取り組むことで、東アジアの人たちとより良い関係を作り、戦争や

性暴力が繰り返されない未来を作っていこうとしています。 

戦争と平和を考える若い世代の取り組みを、学生を含むより多くの方に知っていただき、東アジアの

「平和」について共に考える機会にしたいと思います。 

 

今回の講演では、「ハイナンNET」の若者たちが今年9月に海南島を訪れた際に撮影した被害者女性

たちの写真や、海南島の美しい風景などもご紹介いただきながら、彼女たちとの出会いにより、戦争や平

和に対する考え方がどう変化したのか、また出会いを通して考えたこと、その笑顔や魅力的な人柄に惹

かれて感じたこと、戦争責任についての意見などを率直にお話いただきます。 

（当講演会は、アジアにまつわる研究・教育の発表の場である本学「アジア文化祭」の一環でもあります。） 

 

■日  時： 2010年11月6日（土）13：25～ （約2時間）  

 

■会  場： 明治学院大学 横浜キャンパス 1021教室 （10号館１Fにて写真展示あり） 

（JR戸塚駅よりバス約7分） ※お車でのお越しはご遠慮ください。 

 

■講演者： 海南島戦時性暴力被害訴訟支援団体「ハイナンNET」の方々 

 

■参  加： 予約不要、無料。多くの方のご参加を歓迎いたします。 

 

■お問い合せ： 明治学院大学 教養教育センター  Tel：045-863-2067（平日10：00～16：00）  

 

取材のお問い合わせは…                 明治学院大学 広報室   担当：石井、村上 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37   Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185 

   koho@mguad.meijigakuin.ac.jp    http://www.meijigakuin.ac.jp 

PR-NO 1010101082 

 

 

 

 


